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我々は半導体結晶による高輝度・広帯域テラヘルツ波光源を開発し、非破壊検査をはじめとす

る応用技術の研究・開発を展開している。目視できない塗膜下鋼板表面の非破壊検査技術として、

Zn-Al 系めっき鋼板に腐食生成物として形成される標準的な亜鉛／アルミニウム系化合物の金属

水酸化物・金属水和物について、GaP および GaSe の半導体結晶を用いて 11 THz（～360 cm-1）ま

でのエネルギー範囲におけるテラヘルツスペクトルデータベースを構築してきた。本研究におい

ては Zn-Al 系めっき鋼板上に生成する腐食生成物として、鉄／亜鉛／アルミニウム系の各化合物

についてテラヘルツスペクトルを測定することを目的とした。 

テラヘルツ波は半絶縁性 GaP ならびにカルコゲナイド系層状半導体である GaSe を非線形光学

結晶として用いて発生した。Nd:YAG レーザ励起による 2 つのクロムフォルステライト結晶から

発生する 1.2 m 帯の 2 波長による差周波混合による。サンプルは、Zn-Al 系めっき鋼板上に生成

する腐食生成物を模擬して、市販試薬（鉄／亜鉛／アルミニウム系化合物）を適量混合後、ポリ

エチレン粉末で希釈ペレット化して透過法にて室温で測定した。図 1 は鉄系腐食生成物である

α-FeOOH のテラヘルツスペクトルである。4.5 THz および 5.2 THz 付近に吸収ピークがみられる。

発表当日は吸収ピークの帰属に関する議論のほか、亜鉛系とアルミ系のテラヘルツスペクトルに

ついても報告する。 
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図 1 α-FeOOH のテラヘルツスペクトル 

（バックグラウンド補正後、ピーク分離の処理をした結果もあわせて表示） 
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